


風や地震、寒波。起きる場所や規模は違っても、困難の中に取り
残される人が出てしまうことは共通しています。支援が届きにく

いところへ、忘れられがちな人々のもとへ。最後の1人にまで笑顔が戻る
ことを目指し、ADRAは国内外で活動を続けてきました。今回、八丈島
での食の支援、水害から約3年が経った茨城県取手市でのコミュニ
ティー支援、そして能登半島地震の被災者支援など、日本の現場を中心
に、ADRAの変わらない姿勢を本特集でお伝えします。

台

昨年10月に台風22・23号の影響を受けた東京都八丈島
では、被災後も断水や道路寸断など生活の困難が長く続き
ました。ADRAは、現地で活動する災害協働サポート東京

茨城県取手市では、2023年の水害から3年が経とうとして
います。ADRAでは、被災直後の支援のみならず、コミュニ
ティーの再形成を念頭に、双葉地区の交流センター“つなぐ”
と関わり続けています。その一環として、昨年12月には、被災
後3回目となるクリスマスコンサートの開催をサポート。
ボランティアで駆け付けた三育学院中等教育学校の生徒た
ちによる男性四重唱が地域の人々の心に響きました。参加

（CS-Tokyo）と連携し、三育フーズ株式会社様からご協力い
ただいた菜食のレトルト食品や飲料計1,137食を、住民の
方々へ届けています。「水が出ないってこんなに大変なんだ
ね。料理ができないからレトルトはありがたい」「水が出ない
から、温めるだけで食べられるので、とても助かりました」との

声が寄せられました。また、栄養が炭水化物に偏りがちな避難
中の食生活において、菜食食品は子どもやお年寄りでも安心
して食べられると喜ばれています。支援によって健康的な生活
が送れるように意識した活動を実施することができました。

された方からは「若い人が来てくれると元気が出る」「ここ
もだいぶにぎやかになって。前まで家に一人でいることが
多かったけど、出かけるきっかけができたわ。お昼もね、ここ
でみんなでご飯食べたの」という声が聞かれました。当時、
水浸しになっていたこの“つなぐ”の家屋も、今では見違え
るほど綺麗になり、人々の笑顔が行き交う場所になってい
ることに、災害から立ち直る人々の力を感じます。

連携した災害協働サポート東京のスタッフから現地職員に
食料支援物資をお渡しした（東京都八丈島）。

取手市でのコミュニティー支援
（クリスマスコンサート）

八丈島へ食の支援

菜食のレトルト食品や飲料計1,137食を届けた（東京
都八丈島）。

菜食レトルト食品を受け取った現地職員。栄養が炭水化物に偏りがちな避難生活に
おいて特に喜ばれている（東京都八丈島）。

コンサート会場の“つなぐ”は約60人のお客さんでいっぱいに（茨城県取手市）。

急きょ近くの幼稚園でもコンサートを開くことに（茨城県取手市）。

日本でも、海外でも。
最後の1人まで支援 を。
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令和6年（2024年）の能登半島地震発生以降、ADRAは石川
県穴水町、七尾市、輪島市で被災者支援を継続してきました。
初期は食料や生活物資支援、避難所での移動カフェや足湯
などホッと一息ついていただく支援から始まり、その後は
被災者一人ひとりの生活再建を見据えた支援へとシフト。
穴水町では、社会福祉協議会や地域の民生委員、区長、支援
団体、ボランティアの方々と協力し、2,119世帯を戸別訪問
して生活の様子や困りごとを丁寧に伺いました。聞き取った
内容は、行政や社会福祉協議会、各支援団体と連携すること
で、必要な支援につなげています。
また、コミュニティー再建など時間をかけて築く支え合い
の場づくりの後押しにも取り組んでいます。夏の縁日や秋の
よさこい祭り、冬のクリスマス会など、季節の行事や集まり
には地元の人たちが主体となって準備します。ADRAはその
そばで、必要なサポートを届けています。昨年12月には、七尾
市和倉地区コミュニティーセンターのクリスマス会をサポート。
明治ホールディングス株式会社様・株主の皆様のご支援で
いただいた沢山のお菓子を小分けにしてラッピングし、クリス
マスギフトとしてお渡ししました。ずっしりと重みのあるプレ
ゼントを受け取った子どもたちの笑顔に、私たちも胸がいっ

能登半島地震被災者支援 ぱいになりました。引き続き地域の方々を陰ながら支える
存在として、寄り添う活動をしてまいります。

昨年11月に2つの台風が直撃したフィリピン。国連人道
問題調整事務所（OCHA）によると1,340万人が被災、66万
家屋が被害を受けました。ADRAは南レイテ州600世帯と
セブ島700世帯に食料パックを配付し、生活再建に向けた
緊急支援を行いました。現在は、家を失った方々が自ら家を
直せるように、木材や工具などの建材セットを支援。高齢者
や一人親など人手が必要な世帯には「復旧サポーター」を派遣
し、取りこぼしのない復興支援を心掛けています。

海外での災害被災者支援

とりあえずの応急処置をした家で生活している世帯を訪問。次の支援につなげる
（フィリピン） 。

インドネシアでは昨年11月下旬から12月にかけて、スマ
トラ島北部を中心に、記録的な集中豪雨に伴う洪水と土砂
災害が発生しました。被災状況は死者1,100人以上、行方不明
者約150人。ADRAは避難生活を送る人々に栄養価の高い
温かい食事の提供、看護師の派遣、心のケアを実施し、被災
者の心身の負担を和らげる手助けを行っています。

今年初めの世界的な寒波はウクライナにも悪影響を与えて
います。同じ時期に電力施設への攻撃を受けた同国は、地域
によって7時間から29時間の停電が断続して起こり、暖房
が使えません。氷点下20度以下にもなる地域では、命に関わる
問題です。ABCニュースが2月1日に報じた内容によると、

看護師を派遣し、健康チェックや基礎的な医療スクリーニングを実施（インドネ
シア）。

キーウ南東部に暮らすエドさんは、「暖かい服を着て、何枚
も毛布をかけて眠っても、なお寒さを感じるのは本当につ
らい」「朝起きると、肺に痛みを感じ、まるで肺炎が始まった
かのように思えるのです」と語りました。ADRAは固形燃料
の配付や集合住宅などを支える大型発電機の配送など、ウ
クライナの人々が少しでも暖かく、安全に過ごせるよう支援
しています。

災害は遠い場所の出来事ではありません。八丈島、取手
市、能登、そして海外の現場も、誰かの日常が突然奪われた
場所です。そのとき、「忘れていない」というメッセージとと
もに届けられる支援は、被災した地域に生きる方々の大きな
力、そして励ましになります。食料を届けること、集える場
を守ること、寒さから命を守ること。支援のかたちはさまざ
までも、ADRAが目指しているのは「最後の1人」まで取り
残さないことです。皆さまと共に、これからも国内外で困難
の中にある方々に寄り添う活動を実施してまいります。

2025年12月中旬、スームィ州にある７つの国内避難民センターへ固形燃料を
配付（ウクライナ）。

ご寄付はこちらから
受け付けております

災害や紛争で、いつどこで誰が被災するかが
わからない現在。毎月の定期的なご寄付（ADRA
フレンド）は、迅速な支援を届ける力になります。
ADRAフレンドの詳しい情報は「アドラフレンド」
と検索。もしくはこちらのQRを読み込んでくだ
さい。

https://www.adrajpn.org/lp/adrafriend/

アドラフレンド

お菓子がぎっしりはい入った袋
を手に、にぎやかなクリスマス会
になりました（石川県七尾市）。
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https://congrant.com/project/ADRAJapan/6314/form/step1?spt_route=pIqRqeJhfFtnFKqT
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https://www.adrajpn.org/kokunai/14065/


https://congrant.com/project/ADRAJapan/6314/form/step1?spt_route=pIqRqeJhfFtnFKqT
https://congrant.com/project/ADRAJapan/6316/form/step1?spt_route=pIqRqeJhfFtnFKqT
https://www.adrajpn.org



